
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じさ
せず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。

No.4

宗そ
う

祇ぎ

白し
ら

河か
わ

連れ
ん

句く

会か
い

活
動
エ
リ
ア

県
南
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

７
名

３
名

10
名

市

町

村

白
河
市

年
齢

構
成

36
歳
～
89
歳

（
60
～
70
代
中
心
）

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
８
―
２
７
―
７
２
２
８

（
会
長
宅
）

活
動

日
時

毎
月
第
４
土
曜
日

10
時
～
15
時

定
例
会
の
他
、
イ
ベ
ン
ト

等
は
随
時
活
動

活
動
内
容
実
作
会
、
小
中
学
生
へ
の
指
導
、
各
種

大
会
へ
の
参
加

会
費

年
会
費
２
，
０
０
０
円

月
会
費
１
，
０
０
０
円

〈
連
歌
師
宗
祇
と
ゆ
か
り
の
地
〉

　

宗
祇
白
河
連
句
会
は
、
室
町
時
代
に

活
躍
し
た
連
歌
師
宗そ

う

祇ぎ

と
ゆ
か
り
の
あ

る
白
河
市
で
連
句
文
化
を
盛
り
立
て
る

た
め
、
当
時
の
会
長
福ふ

く

原は
ら

重じ
ゅ
う

吉き
ち

氏
を
中

心
に
平
成
20
年
８
月
発
足
し
た
。
会
で

は
今
年
初
め
て
12
月
に
白
河
市
鹿
島
神

社
へ
奉
納
す
る
連
句
百ひ

ゃ
く

韻い
ん

一
巻
を
作
成

し
て
お
り
、
そ
の
準
備
を
行
う
ほ
か
連

句
指
導
も
す
る
な
ど
、
地
域
文
化
を
継

承
す
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
種
大
会
へ
の
作
品
出
品
も
精

力
的
に
行
っ
て
い
る
。

〈
連
句
の
魅
力
は
連
帯
感
〉

　

俳
句
や
川
柳
が
個
人
の
作
品
で
あ
る

の
に
対
し
、
連
句
の
魅
力
は
座
を
組
む

全
員
で
作
品
を
作
り
上
げ
る
連
帯
感
に

あ
る
と
い
う
。
会
の
メ
ン
バ
ー
は
「
規

則
な
ど
が
厳
し
く
難
し
い
印
象
で
あ
る

が
、
そ
れ
こ
そ
が
連
句
の
醍
醐
味
。
誰

か
の
ミ
ス
も
他
の
誰
か
が
フ
ォ
ロ
ー
し
、

座
で
句
を
詠
む
こ
と
が
家
族
の
よ
う
な

連
帯
感
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。
現
会
長

の
久く

保ぼ

田た

直す
な
お

氏
は
会
員
を
増
や
し
、
会

の
活
動
の
更
な
る
振
興
を
今
後
の
目
標

と
語
っ
た
。入
会
問
合
せ
は
、会
長
ま
で
。

語句説明
※宗祇…室町時代の連歌師。和歌の西行、俳
句の松尾芭蕉とともに連歌を代表する旅の
詩人。白河市には「宗祇戻しの碑」があり、
宗祇が白河市を訪れた際の逸話がある。

須す

賀か

川が
わ

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
愛あ

い

好こ
う

会か
い

活
動
エ
リ
ア

県
中
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

９
名

16
名

25
名

市

町

村

須
賀
川
市

年
齢

構
成

50
歳
～
75
歳

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
８
―
７
２
―
１
２
４
０

（
会
長
宅
）

活
動

日
時

毎
週
木
・
土
曜
日

（
時
間
は
会
場
予
約
の
都

合
で
不
定
期
）

活
動
内
容

定
例
会
（
月
７
回
）

２
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
懇
親
会

会
費

月
会
費
１
，
０
０
０
円

〈
若
さ
の
秘
訣
は
い
い
意
味
で
の
緊
張
感
〉

　

須
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
愛
好
会
は
、

社
交
ダ
ン
ス
を
や
り
た
い
有
志
に
よ
り

平
成
15
年
４
月
に
愛
好
会
と
し
て
発
足

し
た
。
初
心
者
か
ら
中
・
上
級
者
ま
で

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
社
交
ダ
ン
ス
の

技
術
向
上
に
励
ん
で
い
る
。「
社
交
ダ
ン

ス
も
ス
ポ
ー
ツ
同
様
心
技
体
が
肝
心
」

と
話
す
の
は
、
指
導
に
あ
た
る
会
長
水み

ず

野の

勝か
つ

弘ひ
ろ

氏
。
社
交
ダ
ン
ス
の
魅
力
に
つ

い
て
会
員
の
方
々
は
、「
姿
勢
が
よ
く
な

る
」「
体
力
が
付
く
」「
よ
い
緊
張
感
を

も
っ
て
異
性
と
接
す
る
と
、自
然
と
若
々

し
く
な
っ
て
い
く
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

〈
遊
び
心
も
大
事
に
〉

　

愛
好
会
で
は
社
交
ダ
ン
ス
の
技
術
力

向
上
だ
け
で
な
く
、
会
員
同
士
の
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
を
大
事
に
し

て
い
る
。
春
夏
秋
冬
の
親
睦
会
や
年
２

回
の
１
泊
２
日
旅
行
で
は
、
き
ら
び
や

か
な
衣
装
で
臨
む
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
楽
し
い
一
時
を
過

ご
す
。
会
長
は
「
若
々
し
く
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
目
標
。
ぜ
ひ
遊
び
心
の
多

い
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。
入
会
問

合
せ
は
、
会
長

ま
で
。

この日、実作会へ参加した皆さん。指導
にあたるのは（一社）日本連句協会副会長
狩
か

野
の

康
やす

子
こ

氏（写真前列中央）。

取材当日は12月に鹿島神社へ奉納する百韻
（一巻）の発句から冒頭部分を詠む実

じっ

作
さく

会
かい

が
行われた。講師の狩野氏を「捌

さば

き（座のリー
ド役）」として、メンバーが次々に句を作る。

この日定例会へ参加した皆さん。会
長水

みず

野
の

勝
かつ

弘
ひろ

氏（写真前列左から３番
目）が指導にあたる。

定例会では男女のペアを曲ごとに変
えながら、チャチャチャやルンバな
ど社交ダンスを楽しく踊る。

「
社
交
ダ
ン
ス
の
魅
力
は

心
技
体
が
全
て
パ
ー
ト

ナ
ー
と
揃
っ
た
時
の
一
体

感
」
と
話
す
お
三
方
。
左

か
ら
石い

し

川か
わ

保や
す

男お

氏（
78
）、

大や
ま

和と　

了
さ
と
る

氏（
80
）、
横よ

こ

堀ぼ
り

信の
ぶ

幸ゆ
き

氏（
76
）。



活
動
エ
リ
ア

県
北
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

３
名

12
名

15
名

市

町

村

国
見
町

年
齢

構
成

65
歳
～
88
歳

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
―
５
８
５
―
４
８
５
０

活
動

日
時

月
１
～
２
回　

不
定
期

開
催

活
動
内
容

慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

会
費

な
し

萌も

え
木ぎ

の
会か

い

〈
多
彩
な
慰
問
活
動
〉

　

萌
え
木
の
会
は
、
会
長
の
菅
井
氏
が

地
元
婦
人
会
メ
ン
バ
ー
に
声
を
か
け
、

平
成
11
年
に
施
設
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
発
足
。
賛
同
者
が
徐
々
に
増

え
、
現
在
は
日
舞
、
大
正
琴
、
詩
吟
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
語
り
部
に
よ
る
昔
話
、

三
味
線
、
カ
ラ
オ
ケ
、
オ
カ
リ
ナ
な
ど

の
中
か
ら
数
種
類
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
披
露
し
て
い
る
。
近
隣
の
福

祉
施
設
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
月
１
～

２
回
程
度
慰
問
や
利
用
者
と
の
交
流
活

動
を
行
う
な
ど
、
い
つ
で
も
要
請
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
、
特
技
を

常
に
自
主
練
習
し
て
い
る
。

〈
人
の
為
、
自
分
の
為
〉

　

会
長
の
菅す

が

井い

昭あ
き

子こ

氏
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
魅
力
に
つ
い
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
人
生

の
目
標
で
す
。
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
た

め
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
、
毎
日
の

生
活
に
張
り
あ
い
が
出
て
実
は
自
分
の

為
に
な
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
す
。「
何

に
で
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
ち
続

け
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
が
続
く
限
り
こ

の
ペ
ー
ス
で
継
続
し
て
い
き
た
い
。」

と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。

入
会
問
合
せ
は
、
会
長
ま
で
。

シニア団体活動支援事業の登録団体を募集しております ―いきいきと活躍するシニアサークル・団体の登録をお待ちしております―
●活動紹介してみませんか？
　　いきいきと活動している県内のサークルや団体の活動状況を
本会ウェブサイトや本チラシでご紹介します。
●対象となるのは？
　　シニア世代が中心となって活動されているサークル・団体様
（年齢構成、活動内容、法人格の有無は問いません）

●参加方法は？
　　この事業は登録制で、登録は無料です。年度途中からの参加も可能です。
登録のご案内やご不明な点がある場合は、本会に直接お問合せ下さい。
●発行元・問合せ先　福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960－8141　福島市渡利字七社宮111番地　福島県総合社会福祉センター３階
　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

活
動
エ
リ
ア

県
中
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

25
名

２
名

27
名

市

町

村

須
賀
川
市

年
齢

構
成

50
歳
～
85
歳

（
60
～
80
代
が
中
心
）

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
８
０
―
８
４
３
３
―
０
７
５
９

　

０
２
４
８
―
７
６
―
５
３
１
６

活
動

日
時

毎
週
木
・
土
曜
日

13
時
～
18
時

（
時
間
内
自
由
参
加
）

活
動
内
容

定
例
会
、
季
節
ご
と
に
大
会
、
２

カ
月
か
け
て
戦
う
総
当
た
り
戦
を

年
に
３
回
実
施

会
費

入
会
金
１
，
０
０
０
円

月
会
費
５
０
０
円

（
４
月
・
10
月
に
半
期
分
一
括
納
入
）

須す

賀か

川が
わ

東と
う

下か

囲い

碁ご

愛あ
い

好こ
う

会か
い

〈
老
舗
の
囲
碁
愛
好
会
〉

　

須
賀
川
東
下
囲
碁
愛
好
会
は
、
今
年

で
創
立
21
周
年
を
迎
え
る
老
舗
の
囲
碁

愛
好
会
だ
。
週
２
回
行
わ
れ
る
定
例
会

は
、
各
自
が
自
由
に
休
憩
を
入
れ
な
が

ら
囲
碁
の
対
戦
を
楽
し
ん
で
い
る
。
毎

年
８
月
に
囲
碁
講
座
を
開
催
す
る
他
、

季
節
ご
と
の
大
会
、
年
３
回
約
２
カ
月

か
け
て
行
う
総
当
た
り
戦
な
ど
活
発
に

活
動
し
て
い
る
。

〈
頭
の
運
動
で
脳
か
ら
若
々
し
く
〉

　

囲
碁
は
、
盤
面
全
体
を
見
な
が
ら
攻

守
の
戦
略
を
練
る
こ
と
で
空
間
を
認
知

す
る
右
脳
を
使
う
頻
度
が
多
く
、
ま
た

指
先
を
使
う
た
め
、
集
中
力
・
記
憶
力
・

注
意
力
・
認
知
能
力
の
維
持
向
上
、
論

理
的
思
考
の
鍛
錬
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
頭
の
中
か
ら

若
々
し
く
な
れ
る
ゲ
ー
ム
だ
。さ
ら
に
、

予
め
碁
石
を
盤
に
置
く
「
置
き
碁
」
と

い
う
ハ
ン
デ
ル
ー
ル
が
あ

り
、
棋
力
の
差
が
あ
る
二

人
で
も
楽
し
ん
で
取
り
組

め
る
。
こ
の
日
お
話
を

伺
っ
た
会
長
三み

好よ
し

栄え
い

治じ

氏

は
じ
め
会
役
員
の
皆
さ
ん

は
「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

方
に
囲
碁
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
今
後
の
目

標
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

入
会
問
合
せ
は
、
会
長

ま
で
。

お
話
を
伺
っ
た
役
員
の
皆
さ
ん
。

現
会
長
は
三み

好よ
し

栄え
い

治じ

氏
（
写
真

右
か
ら
３
番
目
）。

こ
の
日
は
、
２
カ
月
か
け
て
競

う
総
当
た
り
戦
の
初
日
。
皆
、

真
剣
に
碁
を
打
つ
。

会
長
の
菅す

が

井い

昭あ
き

子こ

氏
（
写
真
左
）

と
大
正
琴
の
指
導
に
あ
た
る
佐さ

久く

間ま

イ
ネ
子こ

氏
（
写
真
右
）。

取材当日は地元の高齢
者デイサービスセン
ターで、慰問活動。大
正琴演奏、語り部によ
る昔話、津軽三味線演
奏、詩吟等多彩なプロ
グラム。


